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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シェーバのシェービングヘッドの内部空間を洗浄するための洗浄ユニットであり、前記
シェービングヘッドは、毛を切り落とす働きをし、且つ前記内部空間の内側に移動可能に
配置される、切断部材を含み、前記シェービングヘッドの外表面の一部は、剃られるべき
皮膚の一部と接触する働きをし、且つ、前記切断部材を用いて剃り落とされるべき毛を捕
捉し且つ通させるための複数の孔を備える、接触表面である洗浄ユニットであって、
　洗浄流体を収容するための容器を含むとともに、当該洗浄ユニットは、当該洗浄ユニッ
トの動作状態において、前記シェービングヘッドの前記外表面の２つの部分の間に物理的
障壁を構築するよう構成される分離手段を含み、前記分離手段において、前記シェーバは
、当該洗浄ユニット内の所定位置に置かれ、前記分離手段は、洗浄流体を、前記シェービ
ングヘッドの前記外表面の前記２つの部分の一方を介して、前記シェービングヘッドの前
記内部空間内に運搬するのに適し、
　前記分離手段は、前記容器内に少なくとも部分的に配置され、前記シェービングヘッド
の前記接触表面と接触する働きをする前記分離手段の側は、前記容器の底部に対して見ら
れるとき、上方側であることを特徴とする、洗浄ユニット。
【請求項２】
　前記分離手段は、前記シェービングヘッドの前記接触表面の２つの部分の間に物理的な
障壁を構築するよう構成される、請求項１に記載の洗浄ユニット。
【請求項３】
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　前記分離手段は、前記シェービングヘッドの前記接触表面の中央部分と該中央部分を取
り囲む環状部分との間に物理的な障壁を構築するよう構成される、請求項２に記載の洗浄
ユニット。
【請求項４】
　前記分離手段は、管形状部材を含む、請求項１に記載の洗浄ユニット。
【請求項５】
　前記分離手段は、管形状ベローズを含む、請求項４に記載の洗浄ユニット。
【請求項６】
　フィルタリング手段をさらに含む、請求項１に記載の洗浄ユニット。
【請求項７】
　前記分離手段は、弾性的に取り付けられる、請求項１に記載の洗浄ユニット。
【請求項８】
　互いに対して移動可能に配置される２つの弁素子を有する弁手段をさらに含み、前記弁
素子の一方は、流体を通させるための少なくとも１つの孔を含み、前記弁素子の他方は、
前記弁素子が互いに接触し合う位置に置かれるとき、前記少なくとも１つの孔を含む前記
弁素子の側を覆うよう構成される、請求項１に記載の洗浄ユニット。
【請求項９】
　前記シェービングヘッドの前記外表面と接触する働きをする前記分離手段の前記側は、
前記容器の前記底部に対して移動可能に配置される、請求項１に記載の洗浄ユニット。
【請求項１０】
　前記容器内に配置される部材を含み、前記分離手段は、前記部材の周りに取り付けられ
、且つ、前記部材に対して移動可能に配置され、前記部材は、流体を前記分離手段に通さ
せるための少なくとも１つの孔を有し、閉塞位置と開放位置との間で移動可能であり且つ
前記閉塞位置において前記少なくとも１つの孔を閉塞するよう構成される手段が提供され
る、請求項１に記載の洗浄ユニット。
【請求項１１】
　前記分離手段は、２つの区画と、前記２つの区画の間に配置される手段とを含み、前記
手段は、閉塞位置と開放位置との間で移動可能であり、前記手段は、前記開放位置におい
て前記２つの区画の間の流体連絡を許容し、且つ、前記閉塞位置において前記２つの区画
の間に物理的な障壁を構築することによって前記２つの区画の間の流体連絡を遮断するよ
う構成される、請求項１０に記載の洗浄ユニット。
【請求項１２】
　少なくとも２つのシェービングヘッドを有するシェーバのシェービングヘッドの内部空
間を洗浄するための洗浄装置であり、前記シェービングヘッドのそれぞれは、毛を切り落
とす働きをし且つ前記内部空間内に移動可能に配置される切断部材を含み、前記シェービ
ングヘッドの外表面の一部は、剃られるべき皮膚の一部と接触する働きをする接触表面で
あり、該接触表面は、前記切断部材を用いて剃り落とされるべき毛を捕捉し且つ通させる
ための複数の孔を備える洗浄装置であって、当該洗浄装置は、請求項１に記載の少なくと
も２つの洗浄ユニットを含むことを特徴とする、洗浄装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも２つの洗浄ユニットの前記分離手段は、当該洗浄装置内で前記分離手段
の動作を許容するよう構成される共通素子によって支持される、請求項１２に記載の洗浄
装置。
【請求項１４】
　前記共通素子は、管形状ベローズを含む、請求項１３に記載の洗浄装置。
【請求項１５】
　前記シェーバを受け入れ且つ保持するためのユニットと、当該洗浄装置の動作中に前記
シェーバを変位するための手段とをさらに含む、請求項１２に記載の洗浄装置。
【請求項１６】
　請求項１に記載の洗浄ユニットと、毛を切り落とすために移動可能に配置される切断部
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材と、該切断部材を覆うキャップと、剃られるべき皮膚の一部と接触する働きをする接触
表面とを含み、該接触表面は、前記切断部材を用いて剃り落とされるべき毛を捕捉し且つ
通させるための複数の孔を備える少なくとも１つのシェービングヘッドを有するシェーバ
との組み合わせ。
【請求項１７】
　請求項１２に記載の洗浄装置と、少なくとも２つのシェービングヘッドを有するシェー
バとの組み合わせであり、前記シェービングヘッドのそれぞれは、毛を切り落とすために
移動可能に配置される切断部材と、該切断部材を覆うキャップと、剃り落とされるべき皮
膚の一部と接触する働きをする接触表面とを含み、該接触表面は、前記切断部材を用いて
剃り落とされるべき毛を捕捉し且つ通させるための複数の孔を備える、組み合わせ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シェーバ（髭剃り器）のシェービングヘッドの内部空間を洗浄するためのユ
ニットに関し、そのシェービングヘッドは、毛を切り落とすために働き、且つ、内部空間
内部に移動可能に配置される、切断部材を含み、シェービングヘッドの外表面の一部は、
剃られるべき皮膚の一部と接触するために働き、且つ、切断部材を用いて剃り落とされる
べき毛を捕捉し且つ通させるための複数の孔を備える、接触表面である。
【０００２】
　本発明は、少なくとも２つのシェービングヘッドを有するシェーバのシェービングヘッ
ドの内部空間を洗浄するための装置にも関する。
【背景技術】
【０００３】
　ＷＯ２００５／０１６０６１は、シェーバのシェービングヘッドを洗浄するための洗浄
装置を開示している。既知の洗浄装置は、ステーションハウジング、保持装置、洗浄流体
容器、洗浄流体を汲み出すための流体推進組立体、壁より上に排水管を有する洗浄池に至
る供給導管、流体排出口、並びに、フィルタ素子を含む。
【０００４】
　洗浄池は、シェービングヘッドの外側輪郭に近似的に一致する形状の内側曲線を有する
。洗浄サイクル中、洗浄池内の洗浄流体のレベルは、良好な洗浄作業を達成するために、
シェービングヘッドの主要部分を常に取り囲むようにされなければならない。
【０００５】
　ＷＯ２００５／０１６０６１から既知の洗浄装置は大きな欠点を有し、それは、この装
置が、洗浄流体を汲み出すために、流体推進組立体を有する必要があるという事実に存す
る。具体的には、流体推進組立体は、電気モータを含み、電気モータは、洗浄流体容器が
洗浄装置から取り外され且つ他のものと交換されることが可能であるよう、洗浄流体容器
の内部空間内に収容されて、この内部空間から抜け出るよう設計されている。記載される
ような設計の流体推進組立体は、洗浄装置の費用価格に有意に寄与することが理解される
。
【０００６】
　ＷＯ２００５／０００５３９は、シェーバの毛室を洗浄する方法を開示しており、そこ
では、洗浄流体を汲み出すために別個の組立体を供給することは必要でない。その方法に
よれば、洗浄流体は、シェーバの電動駆動構造によって駆動される少なくとも１つの液体
移動羽根車によって毛室を通じて移動される。結果的に、別個の流体推進組立体の必要は
ない。
【０００７】
　洗浄プロセスの間、羽根車は駆動され、その結果として、洗浄流体は、毛室内側で撹拌
され、流体を毛室内側の内部表面に対して回転させ且つ／或いは跳ね上げさせ、それによ
って、毛室内のこれらの表面から毛及び皮膚粒子を運び去る。実用的な実施態様において
、シェーバは、１つのモータだけを含み、羽根車を駆動するための駆動構造及び切断部材
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の両者は、このモータに結合されている。
【０００８】
　流体を毛室内に送り込むために、毛室は、少なくとも２つの流水通路を通じて環境と連
絡し、通路の一方は、流体を毛室内に入れるために働き、通路の他方は、流体を毛室から
出すために働く。洗浄流体は、蛇口から流れる水の流れの中において、或いは、例えば、
ボウル又はガラス内の水の中において、流水通路の入口を含むシェーバの部分を単に保持
することによって毛室に供給される水であり得る。水供給又は流水通路の入口を通じて供
給される水内に溶解される前に、例えば、濃縮形態の洗浄剤を供給することが好ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　シェーバのシェービングヘッドの内部空間を洗浄するためのユニットを提供することが
本発明の目的であり、そのユニットは、シェービングヘッド及びシェーバの隣接部分が乾
燥するのにかかる時間を減少し、これらの隣接する部分が場合によっては侵略的な洗浄流
体に晒されるのを防止するために、洗浄流体を汲み出すために別個の組立体を必要とせず
、洗浄流体内での完全なシェービングヘッドの浸漬を必要とせず、そのユニットは、優れ
た洗浄結果を依然として達成し得る。具体的には、回転的に配置される切断部材を有し、
且つ、比較的小さい毛室を有する、シェービングヘッドの内部空間を洗浄するために適用
されるのに特に適した洗浄ユニットを提供することが本発明の目的であり、その毛室は、
その具体的なシェービングヘッド内に配置される切断部材を用いて切り落とされる毛を受
け入れるためにのみ働き、シェーバが１つよりも多くのシェービングヘッドを含む場合に
は、他のシェービングヘッドと共用されない。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によれば、前述の目的を達成するために、冒頭段落に述べられる種類の洗浄ユニ
ットは、それがユニットの動作状態においてシェービングヘッドの外表面の２つの部分の
間に物理的な障壁を構築するよう構成される分離手段を含み、分離手段において、シェー
バは、ユニット内の所定位置に置かれ、分離手段は、洗浄流体を、外表面の前記２つの部
分の分離された部分を介して、シェービングヘッドの内部空間内に運搬するのに適する点
で特徴付けられる。
【００１１】
　本発明は、シェービングヘッドの切断部材が回転されるときに遠心ポンプ作用が得られ
るシェービングヘッドを有することが可能であり、遠心ポンプ作用が洗浄流体をシェービ
ングヘッドの内部空間に出入りするよう適用され得るという洞察に基づいている。本発明
は、流体がシェービングヘッドの内部空間内に流入する外表面の部分を流体がシェービン
グヘッドの内部空間から流出する外表面の部分から分離することが可能であるよう、シェ
ービングヘッドの外表面の２つの部分の間に物理的な障壁を構築するために分離手段を使
用することを提案する。分離手段の適用は幾つかの利点を有し、それらは本発明に従った
洗浄ユニットの好適実施態様の以下の記載から明らかになるであろう。
【００１２】
　前記からすると、本発明に従った洗浄ユニットは、回転可能に配置される切断部材と比
較的小さい毛室とを有するシェービングヘッドを洗浄するために適用されるのに特に適し
ているということになる。実用的な実施態様において、そのようなシェービングヘッドは
、切断部材を覆うキャップを含み、シェービングヘッドの接触表面は、キャップの外表面
の少なくとも一部によって構築される。そのような場合には、シェービングヘッドがある
量の流体と接触させられ、シェービングヘッドが閉塞状態に維持されるとき、流体は、接
触表面の中央部分を通じてシェービングヘッドの内部空間内に流入するよう強制され、流
体は、中央部分を取り囲む接触表面の環状部分を通じてシェービングヘッドの内部空間か
ら流出するよう強制されるようである。従って、入って来る流れ及び出て行く流れの適切
な分離を達成するために、もし分離手段が接触表面の前記中央部分と前記環状部分との間
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に物理的な障壁を構築するよう構成されるならば有利である。分離手段の適用は、その影
響の下で流体の流れが起こる圧力差を維持するのに寄与する。
【００１３】
　好ましくは、本発明に従った洗浄ユニットの実用的な実施態様において、分離手段は、
管形状部材を含む。互いに分離された状態に維持されるこの表面の部分で、その間に流体
の流入流及び流出流の両方がシェービングヘッドの接触表面を通じて起こる洗浄プロセス
を遂行することが可能である洗浄ユニットを有することが望ましいとき、管形状部材の断
面の寸法が、シェービングヘッドの外表面と接触する働きをする管形状部材の端部で、接
触表面の寸法よりも小さいときに有利である。管環状部材を適用し、その部材の端部とシ
ェービングヘッドの外表面との間の接触を構築することによってこの部材及びシェービン
グヘッドを互いに対して所定位置に置き、その部材をある量の流体内に浸漬することによ
って、管形状部材の内側に存在する流体が、管形状部材の外側に存在する流体から分離さ
れることが達成される。管形状部材の断面の寸法が、シェービングヘッドの外表面と接触
する働きをする管形状部材の端部で、接触表面の寸法よりも小さいならば、接触表面の一
部だけが管形状部材によって覆われるのに対し、他の部分は自由なままにされることを達
成することが可能である。例えば、管形状部材は、即ち、管形状部材を接触表面に対して
中央位置に単に置くことによって、接触表面の中央部分を中央部分を取り巻く環状部分か
ら分離するために使用され得る。管形状部材の断面は、如何なる適切な形状をも有し得る
が、円形状が好ましい。
【００１４】
　具体的には、分離手段は、ゴムのような可撓性材料を含む管形状ベローズを含み得る。
ベローズがある量の流体内に浸漬され、接触表面が配置されるシェービングヘッドの側で
ベローズの端部とシェービングヘッドの外表面との間の接触が構築されるとき、ベローズ
は、流体レベルに対して接触表面の良好に制御可能な位置決めを可能にする。
【００１５】
　優れた洗浄結果を保証するために、もし本発明に従った洗浄ユニットがフィルタリング
手段を含むならば有利である。本発明によれば、分離手段が適用されるので、洗浄流体の
流入流及び洗浄流体の流出流は分離され得る。洗浄プロセスの間、流体の流入流は、フィ
ルタリング手段が流入流内に位置付けられるとき、シェービングヘッドの内部空間から取
り除かれる毛及び他の粒子のない状態に維持される。分離手段の適用が流入流と流出流の
分離をもたらすことは本発明の重要な利点であり、この事実の故に、流出流によって連れ
て行かれる毛及び汚物粒子が再びシェービングヘッドの内部空間に達するのを防止するこ
とが容易であり、それは単にフィルタリング手段を適用し且つこれらの手段を流入流内に
位置付けることによって達成される。
【００１６】
　分離手段が２つの開放端部を有するとき（それは分離手段が管形状部材を含むときに該
当する）、もしフィルタリング手段が開放端部の１つ、具体的には、シェービングヘッド
の外表面と接触する働きをする開放端部とは別の開放端部に配置されるならば有利である
。洗浄プロセス中、洗浄流体が管形状部材を通じてシェービングヘッドに供給されるとき
、汚物粒子は、フィルタリング手段によって管形状部材内に流入する洗浄流体から除去さ
れる。
【００１７】
　本発明に従った洗浄ユニットは、接触表面の形状に拘わらず、如何なる種類のシェービ
ングヘッドをも洗浄プロセスに晒すために適用され得る。例えば、接触表面は、少なくと
も１つの環状波形を含み得る。接触表面が少なくとも２つの同心状に配置される環状波形
を含む場合には、分離手段が少なくとも１つの内側環状波形と少なくとも１つの外側環状
波形との間に物理的な障壁を構築するよう構成されるならば有利である。このようにして
、シェービングヘッドの切断部材が移動されるときに得られるポンプ作用の影響の下で流
入流が実現される接触表面の中央部分が、流出流が実現される中央部分を取り囲む環状部
分から分離されることを達成することが可能である。
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【００１８】
　本発明に従った洗浄ユニットの好適実施態様において、洗浄手段は、弾性的に取り付け
られるので、分離手段とシェービングヘッドの外表面との間の接触が構築されるとき、シ
ェービングヘッドの位置を変更することが依然として可能であり、それはシェービングヘ
ッドの接触表面を流体レベルに対する適切な位置に置くプロセスにおいて極めて有用であ
り得る。
【００１９】
　実用的な実施態様において、本発明に従った洗浄ユニットは、洗浄流体を収容するため
の容器を含み、分離手段は、容器内に少なくとも部分的に配置され、シェービングヘッド
の外表面と接触する働きをする分離手段の側は、容器の底部に対して見られるとき、上方
側である。洗浄プロセスが遂行される必要があるとき、容器は洗浄流体で充填され、分離
手段と洗浄されるべきシェービングヘッドの外表面との間の接触が構築される。ポンプ作
用が実現されるとき、洗浄流体が分離手段を通じて容器からシェービングヘッドの内部空
間内に継続的に流れさせられ、容器又は他の受け内に戻るよう、洗浄流体の洗浄流が得ら
れる。シェービングヘッドの外表面と接触する働きをする分離手段の側は、容器の底部に
対して移動可能に配置されることが好ましい。何故ならば、そのような場合には、容器内
の流体レベルに対する接触表面の適切な位置決めを可能にする利点が達成されるからであ
る。
【００２０】
　多くの可能な実施態様の１つにおいて、本発明に従った洗浄ユニットは、互いに対して
移動可能に配置される２つの弁素子を有する弁手段をさらに含み、弁素子の一方は、流体
を通させる少なくとも１つの孔を含み、弁素子の他方は、弁素子が互いに接触し合う位置
に置かれるときに、少なくとも１つの孔を含む弁素子の側を覆うよう構成される。
【００２１】
　ポンプ作用を有する目的のために、シェービングヘッドは、流体で充填される必要があ
る。何故ならば、空気中で十分に強力な遠心ポンプ作用を達成することは可能でないから
である。弁手段を使用することによって、キャップの接触表面以外のシェービングヘッド
のより多くの外表面を洗浄流体に晒す必要なしに、シェービングヘッドの初期充填を実現
することが可能である。これはシェービングヘッドの外表面の他の部分が洗浄流体の有害
な効果に対して低い耐性を有するという事実の観点から望ましく、それは水以外の洗浄流
体、例えば、アルコールを包含する洗浄流体が使用されるときに特に関連する。
【００２２】
　弁素子が接触位置に置かれるとき、シェービングヘッドが流体で充填されることを可能
にするために、シェービングヘッドの接触表面を流体のレベルよりも下に位置付けること
が可能である。その場合には、流体は少なくとも１つの孔を有する弁素子を覆う弁素子を
通じて供給されるのに対し、第二弁素子は、第一弁素子を通じる流体の流れが起こる地域
の外側であるシェービングヘッドの部分に流体が達するのを防止するよう構成され得る。
好ましくは、両方の弁素子は管形状であり、同軸状に配置される。
【００２３】
　シェービングヘッドの接触表面が流体レベルより上に移動されるとき、第一弁素子が第
二弁素子内の少なくとも１つの孔を覆う必要は最早ない。従って、弁素子は離間され得る
し、第一弁素子を通じてシェービングヘッドに供給される洗浄流体は、第二弁素子内の少
なくとも１つの孔を通じて排出される。
【００２４】
　好ましくは、少なくとも１つの孔を有する弁素子は、弾性手段の上に取り付けられ、弁
素子は、弾性手段を通じて相互接続されるので、流体レベルより上にあるシェービングヘ
ッドの外表面と接触するための第一弁素子の側のデフォルト位置を有することが可能であ
るに対し、第二弁素子内の少なくとも１つの開口は自由にアクセス可能である。弁手段は
、閉塞状態に導かれ、シェービングヘッドのキャップの接触表面は、シェービングヘッド
を弾性手段の作用の方向と反対の方向に単に押し付けることによって、シェービングヘッ
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ドの初期充填を実現するための位置に一時的に置かれる。弾性手段はコイルバネ又は他の
適切なバネを含み得ることが付記される。
【００２５】
　他の実施態様において、本発明に従った洗浄ユニットは、上述された弁手段を含まない
が、分離手段によって覆われるシェービングヘッドの接触表面の部分以外のシェービング
ヘッドの外表面の部分を湿らせずにシェービングヘッドの初期充填を可能にするための他
の手段を含む。この実施態様は、容器内に配置される部材を備え、それは流体を分離手段
に通させるための少なくとも１つの孔を有し、閉塞位置と開放位置との間で移動可能であ
り且つ閉塞位置において少なくとも１つの孔を閉塞するよう構成される手段が設けられ、
その部材は分離手段によって緊密に取り囲まれる。
【００２６】
　具体的には、少なくとも１つの孔を有する部材は、ディスク形状部材であり得るし、孔
を閉塞するための手段は、孔を覆うための蓋を含み得る。部材が分離手段によって緊密に
取り囲まれるという事実に基づき、流体で部分的に充填される分離手段の内部容積は、あ
る程度まで初期的に閉塞される。従って、分離手段の内側と分離手段の外側との間の差を
取得し、分離手段だけを通じてシェービングヘッドを初期的に充填するために流体を供給
することが可能である。例えば、これはディスク形状部材に対して移動可能に配置され且
つ２つの構成部品を有している分離手段を適用することによって実現され得る。そこでは
、洗浄ユニットの通常動作位置において最低レベルにある構成部品の内径は、最大レベル
にある構成部品の内径よりも大きいそのような場合には、シェーバが分離手段に対して押
し付けられるとき、分離手段は下向き方向に、即ち、容器の底部に向かう方向に移動する
。この動作が、水位が比較的小さい内径を有する構成部品に達するまで継続されるとき、
水は、構成部品の内径の差の故に、その瞬間から続いて、分離手段内に上向きに流れるよ
う強制される。故に、洗浄ユニットのこの実施態様では、追加的な初期ポンプ作用がシェ
ーバの下向き動作に基づき実現され、シェーバは分離手段も下向きに移動させる。
【００２７】
　完全性の故に、分離手段が、シェーバが分離手段に押し付けられるときにシェーバの下
向き動作によって引き起こされる分離手段の下向き動作の影響の下でシェービングヘッド
に向かうポンピング流体の上述された効果を達成するために異なる内径を有する２つの構
成部品を含むことは必ずしも必要ではない。分離手段が、例えば、分離手段の内径が下方
レベルでよりもより高いレベルでより小さい先細り形状を有することも可能である。シェ
ーバの所望の下向き動作は、シェーバ及び洗浄ユニットの両方の使用者によって引き起こ
され得るが、そのようなユニットが存在する場合には、シェーバを受け取り且つ保持する
ためのユニットによって自動的にも遂行され得る。
【００２８】
　異なる内径の部分を有する分離手段では、分離手段の内側に配置され且つ閉塞位置と開
放位置との間で移動可能である手段を有することが可能である。例えば、その手段は、分
離手段の部分の間で孔を覆い得る蝶番動作可能に配置される蓋を含む。この構成では、即
ち、蓋が開放位置にあるときに、分離手段を通じる流体の自由な流れを有し、蓋が閉塞位
置にあるときに、分離手段の部分の間での流体連絡を遮断することが可能である。蓋の遮
断能力に基づき、分離手段のより高い構成部品を閉塞し、流体をこの構成部品の内側に維
持することが可能であり、それは、洗浄されるべきシェービングヘッドの切断部材による
ポンプ作用の開始中に洗浄ユニットの後続の動作において使用されるのに適している。そ
のようなポンプ作用が事実であるや否や、分離手段の２つの部分を分離するために分離手
段内に配置される蓋は、吸引力の影響の下で開放位置に維持されるので、流体は分離手段
を通じて自由に流れ得る。
【００２９】
　本発明によれば、様々なシェービングヘッドのその洗浄プロセスは同時に起こり得る、
１つよりも多くのシェービングヘッドを有するシェーバのシェービングヘッドを洗浄する
目的のために、本発明に従った洗浄装置は、それが前に記載されたような少なくとも２つ
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の洗浄ユニットを含む点で特徴付けられる。結果的に、本発明に従った洗浄装置は、少な
くとも２つの分離手段を含み、分離手段のそれぞれは、シェービングヘッドの外表面と接
触することが意図される。この装置は、シェービングヘッドのそれぞれが別個の毛室を有
するシェーバ、即ち、全てのシェービングヘッドから毛を集めるための共通の毛室がない
シェーバのシェービングヘッドを洗浄するのに特に適している。何故ならば、この場合に
は、様々なシェービングヘッドの切断部材が動作されるとき適切な遠心ポンプ作用が実現
され得るからである。それは、本発明に従った洗浄装置が、他の種類のシェーバ、例えば
、少なくとも２つのシェービングヘッド及び単一の共通の毛室を有するシェーバとの組み
合わせで使用されるのにも適するという事実を変更しない。
【００３０】
　洗浄ユニットがシェービングヘッドの外表面と接触する働きをする分離手段の側の可変
なレベルと機能するよう構成される場合に好ましい、洗浄装置の具体的な実施態様におい
て、様々な洗浄ユニットの分離手段は、装置内の分離手段の動作を許容するよう構成され
る共通素子によって支持される。様々な洗浄ユニットの分離手段の所要の動作は、適切な
方法で共通素子を動作することによって実現され、それは様々な支持素子を動作するより
も容易である。その上、共通素子が適用されるときには、様々な洗浄ユニットの分離手段
の対応する動作を実現することは比較的容易である。共通素子は、例えば、洗浄装置内の
洗浄ユニットの分離手段の位置の変動を許容し且つ分離手段に流体を運ぶのに適した管形
状ベローズを含み得る。
【００３１】
　本発明の上記の並びに他の特徴は、本発明に従った洗浄ユニットの６つの実施態様の以
下の記載を参照して明瞭に解明されるであろう。
【００３２】
　本発明は、図面を参照して、より詳細に今や説明され、図面中、同等又は類似の部分は
、同じ参照記号によって表示されている。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の第一好適実施態様に従ったシェーバのシェービングヘッド及び洗浄ユニ
ットを概略的に示す側断面図である。
【図２】シェービングヘッドが洗浄ユニットの構成部品にまさに接触しようとしている状
況における、本発明の第二好適実施態様に従ったシェーバのシェービングヘッド及び洗浄
ユニットを概略的に示す側断面図である。
【図３】洗浄流体を用いたシェービングヘッドの内部空間の初期充填が行われる状況にお
いける、図２に示されるようなシェービングヘッド及び洗浄ユニットを概略的に示す側断
面図である。
【図４】洗浄プロセス中の、図２及び３に示されるような、シェービングヘッド及び洗浄
ユニットを概略的に示す側断面図である。
【図５】シェービングヘッドが洗浄ユニットの構成部品にまさに接触しようとしている状
況における、本発明の第三好適実施態様に従ったシェーバのシェービングヘッド及び洗浄
ユニットを概略的に示す側断面図である。
【図６】洗浄プロセス中の、図５に示されるような、シェービングヘッド及び洗浄ユニッ
トを概略的に示す側断面図である。
【図７】シェービングヘッドが洗浄ユニットの構成部品にまさに接触しようとしている状
況における、本発明の第四好適実施態様に従ったシェーバのシェービングヘッド及び洗浄
ユニットを概略的に示す側断面図である。
【図８】洗浄プロセス中の、図７に示されるような、シェービングヘッド及び洗浄ユニッ
トを概略的に示す側断面図である。
【図９】洗浄ユニットの第一使用及び洗浄ユニットに対するシェービングヘッドの初期位
置決めの状況における、本発明の第五好適実施態様に従ったシェーバのシェービングヘッ
ド及び洗浄ユニットを概略的に示す側断面図である。
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【図１０】洗浄プロセス中の、図９に示されるような、シェービングヘッド及び洗浄ユニ
ットを概略的に示す側断面図である。
【図１１】洗浄プロセス中の、図９に示されるような、シェービングヘッド及び洗浄ユニ
ットを概略的に示す側断面図である。
【図１２】シェービングヘッドが洗浄ユニットに対して引っ込められる状況における、図
９乃至１１に示されるようなシェービングヘッド及び洗浄ユニットを概略的に示す側断面
図である。
【図１３】洗浄ユニットの第一使用及び洗浄ユニットに対するシェービングヘッドの初期
位置決めの状況における、本発明の第六好適実施態様に従ったシェーバのシェービングヘ
ッド及び洗浄ユニットを概略的に示す側断面図である。
【図１４】洗浄プロセス中の、図１３に示されるような、シェービングヘッド及び洗浄ユ
ニットを概略的に示す側断面図である。
【図１５】シェービングヘッドが洗浄ユニットに対して引っ込められる状況における、図
１３及び１４に示されるようなシェービングヘッド及び洗浄ユニットを概略的に示す側断
面図である。
【図１６】代替的な種類のシェービングヘッドを備える図１３乃至１５に示されるような
洗浄ユニットの適用を概略的に示す側断面図である。
【図１７】代替的な種類のシェービングヘッドを備える図１３乃至１５に示されるような
洗浄ユニットの適用を概略的に示す側断面図である。
【図１８】代替的な種類のシェービングヘッドを備える図１３乃至１５に示されるような
洗浄ユニットの適用を概略的に示す側断面図である。
【図１９】本発明に従った２つの洗浄ユニットを有する洗浄装置を概略的に示す上面図で
ある。
【図２０】本発明に従った３つの洗浄ユニットを有する洗浄装置を概略的に示す上面図で
ある。
【図２１】装置を適用することによって洗浄されるべきシェーバのシェービングヘッドの
洗浄装置の一部及びキャップを示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　図１は、本発明の第一好適実施態様に従ったシェーバ（その全体は図示されていない）
のシェービングヘッド１０及び洗浄ユニット１の断面の側面図を概略的に示している。
【００３５】
　シェービングヘッド１０は、ボウル形状の基部素子１１と、基部素子１１を閉塞するた
めのキャップ１２とを含む。シェービングヘッド１０の外表面１３の一部は、剃られるべ
き皮膚の一部と接触するための接触表面１４であり、それは、図示される実施例では、キ
ャップ１２の一部である。シェービングヘッド１０の内部空間、即ち、基部素子１１及び
キャップ１２によって取り囲まれる空間１５には、回転可能に配置される切断部材２０が
配置され、切断部材２０の駆動シャフト２１は、基部素子１１内の中央孔１６を通じて延
びている。切断部材２０は、毛を通じて切断するよう構成される複数のカッタ２２を含む
。シェービングヘッドが皮膚の一部に沿って移動され、毛をシェービングヘッド１０の内
部空間１５内に入れるときに、毛を捕捉する目的のために、キャップ１２は、複数の孔（
図示せず）を備える。適切なシェービング（髭剃り）結果を達成するために、キャップ１
２は比較的薄く、切断部材２９のカッタ２２は、キャップ１２の直ぐ後に位置付けられて
いる。
【００３６】
　シェービングヘッド１０の内部空間１５の一部、具体的には、切断部材２０と基部素子
１１との間に存在する部分は、切断部材２０によって切り落とされる毛を受け入れるため
に働く。この観点から、内部空間１５のこの部分を毛室１７とも呼ぶ。
【００３７】
　シェービングヘッド１０の接触表面１４は、如何なる適切な形状をも有し得る。図示さ
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れる実施例では、接触表面１４は、３つの同心状に配置された環状波形(corrugation)１
４ａ，１４ｂ，１４ｃと、窪んだ中央部分１４ｄとを含み、中央部分は、カバー１８によ
って閉塞されている。
【００３８】
　本発明の下にある洞察によれば、図示されるようなシェービングヘッド１０は、流体の
移動を引き起こすために、遠心ポンプのように作用し得る。とりわけ、シェービングヘッ
ド１０を用いて実現され得るポンピング効果は、このシェービングヘッド１０の内部空間
１５が比較的小さいという事実に基づいて得られる。図１に示されるようなシェービング
ヘッド１０が、ある量の流体内に浸漬され、切断部材２０が回転されると、圧力がシェー
ビングヘッド１０の内部空間１５内に蓄積され、流体は、キャップ１２の中央部分を通じ
て吸い込まれ、中央部分を取り囲む管状部分でシェービングヘッド１０の内部空間１５か
ら強制的に流出させられる。
【００３９】
　流体をポンピングするために遠心ポンプとして作用するシェービングヘッド１０の能力
は、シェービングヘッド１０を洗浄プロセスに規則的に晒す必要の観点から有用な機能で
あり、シェービングヘッド１０が部分であるシェーバの通常使用を担う。如何なるさらな
る修正を伴わず或いはさらなる手段を適用せずに、シェービングヘッド１０をある量の洗
浄流体と接触させること、並びに、切断部材２０を駆動することだけによって、洗浄流体
でシェービングヘッド１０の内部空間１５を洗浄することが可能である。
【００４０】
　シェービングヘッド１０の内部空間を洗浄する目的のために、幾つかの理由のために、
ある量の洗浄流体を収容する容器を提供するだけでなく、シェービングヘッド１０を流体
内に浸漬し、シェービングヘッド１０の遠心ポンプ作用を実現するために切断部材２０を
駆動することが望ましい。第一に、より多くのシェービングヘッド１０が洗浄流体と接触
させられるほど、シェービングヘッド１０を乾燥するのにより長くかかることは真実であ
る。第二に、シェービングヘッド１０を取り囲むシェーバの素子は、洗浄流体に対して敏
感であり得るし、洗浄流体によって影響されさえし得る。
【００４１】
　本発明は、接触表面１４の中央部分１４ｅだけを洗浄流体の入って来る流れと接触する
ようにさせる点に見い出される解決策を提案する。具体的には、図１に示されるような本
発明に従った洗浄ユニット１は、分離管３０を含み、分離管３０の断面の寸法は、シェー
ビングヘッド１０の接触表面１４の寸法よりも小さい。シェービングヘッド１０及び分離
管３０が、図１に示されるような相互位置、即ち、分離管の端部がシェービングヘッド１
０の接触表面１４と接触し、且つ、シェービングヘッド１０及び分離管３０の中心軸が一
致する位置３０を有するとき、洗浄流体の供給が、分離管３０を通じてのみ起こるのに対
し、洗浄流体の排出が、分離管３０によって自由にされたキャップ１２の環状部分を通じ
て起こるのを達成することが可能である。
【００４２】
　本発明に従った洗浄ユニット１の重要な素子は、ある量の洗浄流体４１を収容するため
の容器４０と、前記に記載されたような分離管３０とである。以下では、シェービングヘ
ッド１０の接触表面１４と接触する働きをする分離管３０の端部を出口端部３１と呼び、
分離管３０の他の端部を入口端部３２と呼ぶ。図示される実施例において、分離管３０の
断面の寸法は、管３０の長さに沿って一定であり、管３０の断面は、管３０が、シェービ
ングヘッド１０の接触表面の２つの内側の環状波形１４ｂ、１４ｃ及び窪んだ中央部分１
４ｄを覆い得るような寸法とされる。洗浄流体４１に関しては、この流体４１が、シェー
ビングヘッド１０の内部空間１５を洗浄するための如何なる適切な流体でもあり得ること
が付記される。
【００４３】
　シェービングヘッド１０が、分離管３０の出口端部３１に対して所定位置に置かれ、シ
ェービングヘッド１０の切断部材２０が回転されると同時に、シェービングヘッド１０の
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内部空間１５は洗浄流体４１で充填され、分離管３０を通じて、容器４０内の洗浄流体４
１と流体連絡するとき、洗浄流体４１の流れが、シェービングヘッド１０の遠心ポンプ作
用の影響の下で実現される。生成される流れは、洗浄流体４１が、分離管３０を通じて、
入口端部３２から出口端部３１へ、シェービングヘッド１０キャップ１２内の孔を通じて
、シェービングヘッド１０の内部空間１５を通じて、接触表面１４が分離管３０によって
覆われる地域の外側で、シェービングヘッド１０のキャップ１２の環状部分内の孔を通じ
てシェービングヘッド１０の内部空間１５を出て、容器４０によって受け取られるようで
ある。そのプロセス中、切り落とされる毛及び他の汚物粒子は、洗浄流体４１と共に取ら
れ、シェービングヘッド１０の内部空間１５は洗浄される。図１中、洗浄流体４１の流れ
の方向は、矢印を用いて表示されている。切断部材２０の回転運動も、矢印を用いて表示
されている。切り落とされる毛及び汚物粒子は、参照番号４２を用いて表示される多数の
小さいスポットによって表されている。
【００４４】
　本発明に従った洗浄ユニット１は、フィルタ３３の外周縁が、分離管３０の内周縁と接
触するように、分離管３０内に位置付けられたフィルタ３３を含む。図示される実施例で
は、フィルタ３３は、分離管３０の入口端部３２に位置付けられている。フィルタ３３の
適用の故に、洗浄プロセスの効果が増大される。何故ならば、フィルタ３３は、シェービ
ングヘッド１０の内部空間１５から取り除かれる切り落とされる毛及び汚物粒子４２が、
再びシェービングヘッド１０に到達することを防止するからである。
【００４５】
　シェービングヘッド１０の外表面１３全体のうち、分離管３０によって覆われるシェー
ビングヘッド１０の接触表面１４の中央部分１４ｅのみが、洗浄流体４１によって湿らさ
れることを保証するために、接触表面１４は、洗浄プロセスの間、流体４１のレベルより
上のレベルに維持されることが好ましい。そのような場合には、シェービングヘッド１０
の遠心ポンプ作用は、洗浄流体４１を吸い上げるのに十分なほど高い吸引力を実現し得る
。流体レベル４３に対するシェービングヘッド１０の適切な位置の実施例が、図１に示さ
れている。実用的な実施態様では、本発明に従った洗浄ユニット１は、分離管３０を保持
するための手段を含み得る。簡潔性の故に、そのような手段は、図１中に示されていない
。
【００４６】
　シェービングヘッド１０の遠心ポンプ作用を達成するために、洗浄流体４１で充填され
たシェービングヘッド１０を有することが重要である。接触表面１４の中央部分１４ｅよ
りも外表面１３の部分を乾燥状態に維持することが望ましいので、シェービングヘッド１
０の初期充填を実現する目的のために、ある量の洗浄流体４１中にシェービングヘッド１
０を単に浸漬することは好ましくない。従って、本発明に従った洗浄ユニットの実施態様
が提案され、そこでは、シェービングヘッド１０の部分を分離管３０によって覆われる接
触表面１４の中央部分１４ｅよりも湿らせずに、シェービングヘッド１０を洗浄流体４１
で充填させるために、シェービングヘッド１０の接触表面１４を流体レベル４３より下に
初期的に導くことが可能である。この実施態様は図２乃至４に示され、本発明の第二好適
実施態様と言及される。
【００４７】
　本発明の第一好適実施態様に従った洗浄ユニット１と同様に、本発明の第二好適実施態
様に従った洗浄ユニット２は、洗浄流体４１を収容するための容器４０と、入口端部３２
及び出口端部３１を有する分離管３０とを含み、その出口端部３１は、シェービングヘッ
ド１０の外表面１３の一部であり、且つ、シェービングヘッド１０のキャップ１２の一部
である、接触表面１４と接触する働きをする。
【００４８】
　さらに、本発明の第二好適実施態様に従った洗浄ユニット２は、互いに対して変位可能
であり、且つ、コイルバネ５３を用いて相互接続される、２つの弁素子５１，５２を有し
、第一弁素子５１は、分離管３０の出口端部３１付近の位置で分離管３０を取り巻く環状
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素子５１であり、第二弁素子５２は、異なる内径の２つの管形状区画５４，５５と、管形
状区画５４，５５を相互接続するための区画５６とを有する。
【００４９】
　第二弁素子５２は、少なくとも１つの流体出口孔５７を有し、それは相互接続区画５６
内に設けられている。さらに、第二弁素子５２は、相互接続区画５６への、容器４０の底
部４４に最も近い管形状区画５４の移行地域で、容器４０の底部４４と第二弁素子５２の
外表面との間に延在するコイルバネ４５によって、容器４０の底部４４に支持されている
。容器４０の底部４４に最も近い管形状区画５４の断面の寸法は、他の管形状区画５５の
断面の寸法よりも小さい。以下では、第一の管形状区画５４を底部管形状区画５４と呼び
、後者の管形状区画５５を頂部管形状区画５５と呼ぶ。
【００５０】
　洗浄ユニット２のフィルタ３３は、第二弁素子５２の底部管形状区画５４の端部に配置
されている。弁素子５１，５２は、同心状に配置され、分離管３０の一部は、底部管形状
区画５４によって近接して取り囲まれている。
【００５１】
　図２乃至４に示されるような洗浄ユニット２を用いて遂行されるシェービングヘッド１
０の洗浄プロセスは、多数のステップを含む。
【００５２】
　デフォルト状態、即ち、バネ４５，５３が圧縮されていない状態において、分離管３０
の出口端部３１は、流体レベル４３よりも上にあり、弁素子５１，５２の間には接触がな
い。この状況は、図２に示されている。
【００５３】
　第一に、シェービングヘッド１０は、分離管３０に対して適切な位置に配置され、そこ
では、シェービングヘッド１０の接触表面１４は、分離管３０の出口端部３１によって接
触され、接触表面１４の中央部分１４ｅは、分離管３０によって管状部分１４ｆから封鎖
されている。さらに、シェービングヘッド１０は、容器４０の底部に向かって押し付けら
れる。プロセス中、両方のバネ４５，５３は圧縮されるので、分離管３０の出口端部３１
は、流体レベル４３よりも下になり、弁素子５１，５２の間の接触が構築される。分離管
３０の出口端部３１が流体レベル４３よりも下であるという事実の結果として、分離管３
０は、洗浄流体４１で完全に充填され、洗浄流体４１は、シェービングヘッド１０の内部
空間１５にも到達し、それは図３に示されており、シェービングヘッド１０の切断部材２
０が回転されるならば、洗浄流体４１に対するシェービングヘッド１０の遠心ポンプ作用
が得られる。プロセス中、洗浄流体４１は、分離管３０を通じてのみ供給される。何故な
らば、第二弁素子５２の相互接続区画５６内の少なくとも１つの孔５７は、第一弁素子５
１を用いて封鎖されるからである。
【００５４】
　ポンプ作用が開始されるや否や、シェービングヘッド１０は後退されるのに対し、シェ
ービングヘッド１０と分離管３０との間の接触は維持される。最終的に、図４に示される
ような洗浄ユニット２及びシェービングヘッド１０の構造が得られ、それはデフォルト位
置における構造と同じであり、シェービングヘッド１０の遠心ポンプ作用は、シェービン
グヘッド１０内の流体４１と容器４０内の流体４１との間の流体接続を保証することによ
って維持され、このポンプ作用は、流体４１を吸い上げるのに十分なほどに強い。
【００５５】
　本発明の第二好適実施態様に従った洗浄ユニット２によって遂行される洗浄プロセスの
間、洗浄流体４１は、分離管３０の入口端部３２から出口端部３１に、分離管３０を通じ
て流れ、シェービングヘッド１０のキャップ１２を通り、シェービングヘッド１０の内部
空間１５を通じて流れ、入って来る流れがあるキャップ１２の中央部分を取り囲むキャッ
プ１２の部分を通じてシェービングヘッド１０の内部空間１５から出て、第一弁素子５１
に沿って流れ、第二弁素子５２の相互接続区画５６に達し、第二弁素子５６内の少なくと
も１つの流体出口孔５７を通じて容器４０に流れ戻る。明瞭性の故に、図３及び４では、
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洗浄流体４１の流れの方向は、矢印を用いて表示されている。接続部材２０の回転運動も
、矢印を用いて表示されている。
【００５６】
　図５及び６、図７及び８、並びに、図９乃至１２は、それぞれ、本発明に従った洗浄ユ
ニットの３つの他の実施態様を示しており、そこでは、分離管３０によって覆われる接触
表面１４の中央部分１４ｅ以外のシェービングヘッド１０の外表面１３を湿らせずに、洗
浄流体４１でシェービングヘッド１０を初期的に充填することが可能である。図５及び６
に示される実施態様を本発明の第三実施態様と呼び、図７及び８に示される実施態様を本
発明の第四実施態様と呼び、図９及び１２に示される実施態様を本発明の第五実施態様と
呼ぶ。
【００５７】
　今まで記載された洗浄ユニット１，２と同様に、本発明の第三好適実施態様に従った洗
浄ユニット３は、洗浄流体４１で充填される容器４０と、分離管３０とを含む。この具体
的な洗浄ユニット３において、分離管３０は、異なる内径の２つの区画３４，３５を有し
、即ち、容器４０の底部に最も近接して位置付けられる下方管区画３４は、上方管区画３
５よりも大きい内径を有する。分離管３０は、コイルバネ４６を用いて、容器４０の底部
上に弾性的に取り付けられている。
【００５８】
　さらに、本発明の第三好適実施態様に従った洗浄ユニット３は、ディスク形状部材６０
を含み、それは分離管３０の下方区画３４によって近接して取り囲まれている。ディスク
形状部材６０は、容器４０の底部から離間して位置付けられ、少なくとも１つの孔６１と
、孔６１を覆うための少なくとも１つの蝶番動作可能に配置される蓋６２とを含み、この
蓋６２は、容器４０の底部４４から離れて面するディスク形状部材６０の側部に配置され
ている。具体的には、蓋６２は、孔６１を通じる流体４１の流れを防止するための閉塞位
置と、そのような流れを許容するための開放位置との間で移動可能である。図５に示され
るようなデフォルト位置において、蓋６２は、閉塞位置にある。今まで記載された洗浄ユ
ニット１，２と同様に、本発明の第三好適実施態様に従った洗浄ユニット３は、少なくと
も１つのフィルタ３３を含む。この場合には、フィルタ３３は、少なくともディスク形状
部材６０内の孔が覆われるよう、容器４１の底部に面するディスク形状部材６０の側の一
部を覆うように配置される。
【００５９】
　本発明の第三好適実施態様に従った洗浄ユニット３が適用されるとき、洗浄されるべき
シェービングヘッド１０の初期充填は、以下のように行われる。初期状態において、容器
４０は、流体レベル４３がディスク形状部材６０が位置付けられるレベルよりも上にある
よう、ある量の洗浄流体４１で充填されることが付記される。
【００６０】
　第一に、シェービングヘッド１０の切断部材２０は、回転するよう駆動される。第二に
、シェービングヘッド１０は、分離管３０に対して押し付けられる。プロセス中、分離管
３０上の接続位置３６と容器４０の底部４４との間に延在するバネ４６は圧縮される。分
離管３０の下方区画４３が、ディスク形状部材６０を近接して取り囲むという事実、及び
、下方区画３４の内径が、上方区画３５の内径よりも大きいという事実の故に、分離管３
０内に存在する流体４１は、分離管３０の外側に存在する流体４１よりも高いレベルに上
昇する。分離管３０内の流体４１がシェービングヘッド１０の内部空間１５に達するや否
や、流体４１に対する遠心ポンプ作用が、シェービングヘッド１０の切断部材２０の回転
運動の影響の下で実現され、内部空間１５を通じる流体４１の流れが得られる。遠心ポン
プ作用の影響の下で、ディスク形状部材６０の蓋６２は、開放位置に導かれるので、流体
４１は、孔６１を通じて、分離管３０の内部容積に自由に達し得る。このようにして得ら
れる、シェービングヘッド１０の内部空間１５が洗浄プロセスに晒される状況は、図６に
例証されている。明瞭性の故に、図６では、洗浄流体４１の流れの方向は、矢印を用いて
表示されている。切断部材２０の回転運動も、矢印を用いて表示されている。
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【００６１】
　本発明の第三好適実施態様に従った洗浄ユニット３の適用の利点は、流体４１を分離管
３０の内部容積に入れるための孔６１を開けることが、本発明の第二好適実施態様に従っ
た上記された洗浄ユニット２における場合のように、シェービングヘッド１０の後退を必
要としないことである。その理由は、孔６１を覆う蓋６２の適用に見出され、それはそれ
が遠心ポンプ作用に晒されるや否や開放位置に導かれる。
【００６２】
　本発明の範囲内で、孔６１を覆うために、図示されるような蝶番動作可能に配置される
蓋６２を適用することは必要ではないこと、並びに、他の手段、例えば、ボール又は膜が
適用され得ることが付記される。
【００６３】
　本発明の第四好適実施態様に従った洗浄ユニット４は、かなりの程度まで、本発明の第
三実施態様に従った洗浄ユニット３に類似している。本発明の第四好適実施態様に従った
洗浄ユニット４では、分離管３０を容器４０の底部上に取り付けるためのバネ４６は省略
されている。代わりに、分離管３０それ自体が弾性素子である。図示される実施例では、
分離管３０は、ゴムのような可撓性材料で構成されるベローズであるように設計され、ベ
ローズは、出口端部３１の直径が入口端部３２の直径よりも小さいように、幾分先細りを
有する。
【００６４】
　本発明の第四好適実施態様に従った洗浄ユニット４が、シェービングヘッド１０を洗浄
する目的のために適用され、シェービングヘッド１０が分離管３０に対して押し付けられ
るとき、分離管３０は圧縮され、流体４１が、分離管３０を通じて、シェービングヘッド
１０の内部空間１５に供給されるのに対し、分離管３０によって覆われないシェービング
ヘッド１０の外表面の部分は乾燥したままである。他の図示される洗浄ユニット１，２を
備える場合のように、シェービングヘッド１０の内部空間１５の洗浄プロセスは、シェー
ビングヘッド１０の切断部材２０が、遠心ポンプ作用を得るために回転されるときに遂行
される。洗浄プロセスが起こる状況は図８に例証されており、そこでは、洗浄流体４１の
流れの方向は、矢印を用いて表示されている。図面には、切断部材２０の回転運動も、矢
印を用いて表示されている。
【００６５】
　本発明の第四好適実施態様に従った洗浄ユニット４と同様に、本発明の第五好適実施態
様に従った洗浄ユニット５は、大きな程度まで、本発明の第三好適実施態様に従った洗浄
ユニット３と類似している。比較が行われるとき、比率は幾分異なり、本発明の第五好適
実施態様に従った洗浄ユニット５は、余分の機能、即ち、分離管３０の区画３４，３５の
間に配置された分離壁３７を有するようである。分離壁３７には、孔３８が存在し、蝶番
動作可能に配置される蓋３９が、孔３８を覆うために設けられ、この蓋３９は、容器４０
の底部４４から離れて面する分離壁３７の側に配置されている。具体的には、蓋３９は、
孔３８を通じた流体４１の流れを防止するための閉塞位置と、そのような流れを許容する
ための開放位置との間で移動可能である。図９に示されるようなデフォルト位置において
、蓋３９は閉塞位置にある。完全性のために、本発明の範囲内で、少なくとも１つの位置
で孔３８を閉塞し得る如何なる適切な手段をも適用し得ること、並びに、これらの手段は
必ずしも図示されるような蝶番動作可能に配置される蓋３９を含む必要はないことが付記
される。例えば、その手段は、全体として垂直方向に移動可能であり、且つ、ポンプ作用
の間に優勢な圧力の影響の下で閉塞位置から開放位置に移動可能であるよう配置される、
蓋３９を含み得る。
【００６６】
　本発明の第五好適実施態様に従った洗浄ユニット５の動作は、以下に説明される。
【００６７】
　図９によって例証されるようなデフォルト位置において、洗浄ユニット５内に存在する
全ての蓋３９，６２は閉塞され、分離管３０は、コイルバネ４６を用いて容器４０の底部
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４４に対して所定レベルに維持され、下方管区画３４は、洗浄流体４１で充填されるのに
対し、分離管３０の内側及び分離管３０の外側では、流体４１のレベル４３は同じである
。シェービングヘッド１０が洗浄ユニット５内で所定位置に置かれるとき、即ち、シェー
ビングヘッド１０の接触表面１４が、分離管３０の出口端部３１と接触して置かれるとき
、内部空間１５の充填は、下向き方向に、即ち、容器４０の底部４４に向かう方向に圧力
を加えることによって行われ、それらの双方の影響の下で、シェービングヘッド１０及び
分離管３０は、圧縮されるコイルバネ４６の作用に抗して下向き方向に移動される。プロ
セス中、分離壁３７内の孔３８を覆う蓋３９は、開放位置に押し付けられ、分離管３０の
内側に存在する洗浄流体４１は、接触表面１４の中央部分１４ｅ内に配置されるシェービ
ングヘッド１０のキャップ１２内の孔を通じて、シェービングヘッド１０の内部空間１５
の内側に押し付けられる。図１０では、シェービングヘッド１０及び分離管３０の下向き
の動作が、矢印を用いて表示されている。
【００６８】
　本発明に従った洗浄ユニットの他の実施態様に関して前に記載されたように、切断部材
２０が回転されるので、洗浄流体４１の高速洗浄流が、シェービングヘッド１０の内部空
間１５内で得られる。汚染された流体４１の流れは、接触表面１４の環状部分１４ｆ内に
存在するシェービングヘッド１０のキャップ１２内の孔を通じて、シェービングヘッド１
０の内部空間１５から出る。
【００６９】
　初期的に、ディスク形状部材６０の孔６１を覆う蓋６２は閉塞されたままであり、内部
空間１５が十分な程度まで洗浄流体４１で充填され、ポンプ作用が切断部材２０の回転の
影響の下で起こるまで、分離管３０の内側に存在する流体４１のみが使用される。その時
点で、蓋６２は、吸引力の影響の下で開放位置に移動され、洗浄流体の新鮮な供給が、シ
ェービングヘッド１０に向かう流れを許容するために許容される。この状況は、図１１に
よって例証されている。
【００７０】
　シェービングヘッド１０が後退されると、図１２によって例証されるような状況が得ら
れる。図面中、動作の方向は、矢印を用いて表示されている。シェービングヘッド１０の
後退は、洗浄ユニット５の容器４０の底部４４に対する上向きの動作である。コイルバネ
４６の影響の下で、分離管３０は、上向き動作も遂行する。この動作の間、分離壁３７の
孔３８を覆う蓋３９は閉塞位置にあるので、ある量の洗浄流体４１が、上方管区各３５の
内側に捕捉される。さらに、洗浄流体４１は、ディスク形状部材６０内の孔６１を通じて
、下方管区画３４に吸引され、そこでは、蓋６２は依然として開放位置にある。分離管３
０内に存在する前記量の流体４１は、記載されたような上向き動作が起こった後、後続の
洗浄プロセスにおいて使用される準備ができており、そこでは、上方管区画３５内に存在
する前記量は、直ちに利用可能である。完全性の故に、図９は、下方管区画３４のみが充
填される洗浄ユニット５の第一使用の状況を例証していることが付記される。さらに、図
１０乃至１２では、明瞭性の故に、洗浄流体４１の流れの方向は矢印を用いて表示されて
いることが付記される。
【００７１】
　洗浄ユニット５が動作される方法の上記記載から、分離管３０及びディスク形状部材６
０が、分離管３０及びディスク形状部材６０が互いに対して移動される方向に依存して、
流体４１に対し吸引力及び押圧力を加え得るピストン－シリンダ装置のように協働するこ
とになる。この事実に基づき、分離管３０及びディスク形状部材６０の組み合わせは、切
断部材２０の回転によって引き起こされるポンプ作用に追加的なポンプ作用をもたらし得
る。とりわけ、シェービングヘッド１０の内部空間１５の初期充填が行われることが保証
されるので、切断部材２０の回転によって引き起こされるポンプ作用は確実に効果的であ
り、洗浄プロセスは適切な方法で遂行される。切断部材２０の回転によって引き起こされ
るポンプ作用のみが利用可能である場合には、シェービングヘッド１０の内部空間１５の
完全充填を有すること、及び、良好な洗浄結果を得ることは、問題であり得る。さらに、



(16) JP 5209638 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

洗浄ユニット５の使用は、フィルタ３３の汚染を包含し、そこでは、フィルタ３３は最終
的には詰まり得る。切断部材２０の回転によって生成される吸引力は、そのような状況に
おいて流体４１の流れを引き起こすには低すぎ得るのに対し、もし追加的なポンプ作用が
、分離管３０及びディスク形状部材６０の相対的な動作によって実現されるならば、その
ような問題はない。
【００７２】
　分離管３０及びディスク形状部材６０の組み合わせの上記された追加的なポンプ作用に
基づき、少なくとも１つの比較的大きな開口、例えば、基部素子１１内の開口を有するシ
ェービングヘッド１０を洗浄することが可能でさえあり、洗浄流体４１をポンピングする
ために別個の組立体を適用する必要は依然としてない。そのようなシェービングヘッド１
０では、切断部材２０の回転がシェービングヘッド１０の内側の圧力の蓄積に至る程度は
限定的であることは明らかである。しかしながら、分離管３０及びディスク形状部材６０
の組み合わせが、ポンピング効果を生成するためにも適用されるときには、良好な洗浄プ
ロセス、具体的には、プロセス中に必要とされる流体４１の流れを得ることが依然として
可能である。
【００７３】
　図１３乃至１５には、本発明の第六好適実施態様に従った洗浄ユニット６が示されてお
り、それは基部素子１１の側で開口するシェービングヘッド１０を洗浄する目的のために
使用されるのに特に適している。そのようなシェービングヘッド１０の実施例は、前記図
面中に示されている。
【００７４】
　本発明の第六好適実施態様に従った洗浄ユニット６は、大きな程度まで、本発明の第五
好適実施態様に従った洗浄ユニット５と類似している。相違は、上方管区画３５が先細り
外観を有し、出口端部３１での内径が、洗浄されるべきシェービングヘッド１０のキャッ
プ１２の直径と類似しているので、分離管３０は、接触表面１４を完全に覆い得るという
事実に存する。これが可能なのは、シェービングヘッド１０から流体４１を排出するため
に接触表面１４の一部を使用する必要がないからである。代わりに、シェービングヘッド
１０の基部素子１１内の開口６５が使用され得る。
【００７５】
　原理的には、本発明の第六好適実施態様に従った洗浄ユニット６は、本発明の第五好適
実施態様に従った洗浄ユニット５と同様に機能する。図１４は、シェービングヘッド１０
及び分離管３０が下向き方向に押し下げられるとき、洗浄流体４が、シェービングヘッド
１０を通じて強制的に流され、そこでは、流体４１は接触表面１４内の孔を通じてシェー
ビングヘッド１０に入り、基部素子１１内の開口６５を通じてシェービングヘッド１０か
ら出るという事実を例証している。プロセス中、切断部材２０の回転は、流体４１を用い
て遂行される洗浄プロセスの有効性に寄与する。シェービングヘッド１０の後退が、図１
５によって例証されている。図１０乃至１５におけると同様に、シェービングヘッド１０
及び分離管３０の動作の方向、及び、洗浄流体４１の流れの方向は、図１４及び１５中に
矢印を用いて表示されている。
【００７６】
　本発明の第六好適実施態様に従った洗浄ユニット６は、図１６乃至１８にも示されてい
る。しかしながら、これらの図面には、他の種類のシェービングヘッド１０、即ち、基部
素子１１内に配置された開口６５と、開口６５を閉塞するための弁手段６６とを有するシ
ェービングヘッド１０が示されている。通常、弁手段６６は閉塞位置にあるが、洗浄プロ
セス中、弁手段６６は、シェービングヘッド１０及び分離管３０が、図１７に示されるよ
うに、下向き方向に押し下げられるとき、洗浄流体４１の流れの影響の下で、開放位置に
ある。
【００７７】
　本発明に従った洗浄ユニット１，２，３，４，５，６の全ての図示された実施態様は、
使用するのが容易であることが付記される。使用者は、シェービングヘッド１０を分離管
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３０に対して適切な位置に置き、シェービングヘッド１０の切断部材２０を活性化する、
例えば、回転するために、容器４０が十分な量の洗浄流体４１で充填されることを注意す
る必要があるだけである。加えて、第二好適実施態様に関連して記載されたように、シェ
ービングヘッド１０が洗浄流体４１で充填され、洗浄プロセスが開始されるや否や、シェ
ービングヘッド１０を特定の長さに沿って後退すること、或いは、第五及び第六好適実施
態様に関連して記載されたように、シェービングヘッド１０を容器４０の底部４４に向か
う方向に移動するためにシェービングヘッド１０に対して圧力を加えること、並びに、再
び後にシェービングヘッド１０を解放することが必要であり得る。
【００７８】
　洗浄されるべきシェービングヘッド１０が比較的小さい毛室１７を有するとき、シェー
ビングヘッド１０の切断部材２０が移動されるときに実現される遠心ポンプ作用は、良好
な洗浄結果を達成するために必要であるシェービングヘッド１０の内側の流体４１の流れ
を引き起こすのに十分である。故に、洗浄ユニット１，２，３，４，５，６が、そのよう
なシェービングヘッド１０を洗浄する目的のために適用されることが意図されるとき、シ
ェービングヘッド１０の如何なる修正も不要である。具体的には、流体羽根車又は類似物
は不要である。さらに、シェービングヘッド１０の外表面１３に追加的な孔を配置する必
要はない。何故ならば、シェービング作用中に毛を通させる働きをするシェービングヘッ
ド１０のキャップ１２内の孔は、切り落とされる毛及び汚物粒子４２を通させるのにも適
しているからであり、同じことが、シェービングヘッド１０の基部素子１１の側に存在し
得る開口６５にも当て嵌まる。
【００７９】
　有利に、本発明に従った洗浄ユニット１，２，３，４，５，６は、洗浄プロセス中に洗
浄されるべきシェービングヘッド１０を有するシェーバを受け入れ且つ保持するためのユ
ニットを含む。さらに、洗浄ユニット１，２，３，４，５，６は、シェーバがコードレス
型である場合におけるシェーバの電池を充電するための手段のような、他の追加的な手段
を含み得る。
【００８０】
　洗浄ユニットの６つの図示された実施態様の他に、より多くの実施態様が本発明の範囲
内で実現可能である。
【００８１】
　本発明に従った洗浄ユニット１，２，３，４，５，６は、１つよりも多くのシェービン
グヘッド１０を有するシェーバのシェービングヘッド１０を洗浄する目的のために適用さ
れるのに適した洗浄装置の一部であり得る。好ましくは、そのような場合には、洗浄装置
は、１つだけの容器４０と、多数の分離管３０及び関連構成とを含み、分離管３０の位置
は、洗浄装置を用いて洗浄されるべきシェーバのシェービングヘッド１０の位置に適合さ
れる。そのような洗浄装置の実施例が、図１９及び２０に示されている。図１９に示され
る洗浄装置７は、２つの分離管３０と、１つの容器４０とを含み、シェーバの２つのシェ
ービングヘッド１０を洗浄する目的のために使用されるのに適しており、シェービングヘ
ッド１０の中心軸の相互位置は、分離管３０の中心軸の相互位置と実質的に等しい。図２
０に示される洗浄装置８は、３つの分離管３０と、１つの容器４０とを含み、シェーバの
３つのシェービングヘッド１０を洗浄する目的のために使用されるのに適しており、シェ
ービングヘッド１０の中心軸の相互位置は、分離管３０９の中心軸の相互位置と実質的に
等しく、それは三角形構造が得られるようである。
【００８２】
　好ましくは、洗浄装置７，８が、本発明の第五好適実施態様に従った洗浄ユニット５の
ような洗浄ユニット、又は、本発明の第六好適実施態様に従った洗浄ユニット６のような
洗浄ユニット、即ち、追加的なポンプ作用が、シェービングヘッド１０及び分離管３０を
容器４０内で下に移動することによって実現され得る洗浄ユニットを含み、洗浄ユニット
７，８は、シェーバを受け取り且つ保持するためのユニット（図示せず）を含み、そこで
は、装置７，８の動作中にシェーバの所望の変位を実現するための手段が設けられる。さ
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らに、そのような場合には、様々な洗浄ユニットの分離管３０が等しい程度で全て移動可
能である構成が、分離管３０を分離管３０の所望の動作を可能にするよう構成される共通
素子の上に取り付けさせることによって極めて良好に実現され得る。そのような共通素子
の実施例が、図２１に示されている。具体的には、図面には、様々な分離管３０がどのよ
うに共通の支持板７１の上に取り付けられ得るかが示されており、そこでは、支持板７１
は、単一の管形状ベローズ７２の上方端部に配置され、支持板７１は、分離管３０の位置
に孔７３を備える。追加的に、図２１は、シェーバが洗浄装置（その洗浄ユニットが部分
である）内に収容されるときに、シェーバのシェービングヘッド１０のキャップ１２が洗
浄ユニットの分離管３０の上にどのように位置付けられるかを例証している。洗浄プロセ
スの開始に、シェーバが洗浄装置内でより深く押圧されるとき、圧力は、分離管３０及び
支持板７１を通じてベローズ７２に対して加えられ、その結果として、ベローズ７２は圧
縮される。ある時点で、これは分離管３０を通じて洗浄流体４１をシェービングヘッド１
０に向かって押し付けさせる。
【００８３】
　洗浄プロセスが開始し、シェービングヘッド１０の切断部材２０がポンプ作用を有する
ように回転されるや否や、洗浄流体４１は、ベローズ７２及び分離管３０を通じてシェー
ビングヘッド１０に継続的に供給される。分離管３０の動作を許容するよう構成される共
通素子７０の上に取り付けられる分離管３０を有することが有利である。何故ならば、そ
の場合には、分離管３０と同じ数の素子があり、分離管３０のそれぞれがこれらの素子の
他の上に取り付けられる場合におけるよりも、その構造が単純であり得るからである。最
も有利には、分離管３０がその上に取り付けられる素子７０は、支持板７１及び管形状ベ
ローズ７２の組立体７０の図示される実施例を備える場合のように、分離管３０への洗浄
流体４１の供給をさらに許容し得る。
【００８４】
　本発明に従った洗浄ユニット１，２，３，４，５，６は、孔／開口がシェービングヘッ
ド１０の外表面１３の少なくとも一部に配置されるならば、如何なる種類のシェービング
ヘッド１０をも洗浄する目的のために使用され得る。シェービングヘッド１０がそのよう
な孔／開口を有するキャップ１２を含む場合には、このキャップ１２の接触表面１４は、
多数の環状波形１４１，１４ｂ，１４ｃを含む必要は必ずしもなく、如何なる形状をも有
し得る。
【００８５】
　本発明の範囲が前に議論された実施例に限定されず、それらの幾つかの補正及び修正が
、付属の請求項中に定められるような本発明の範囲から逸脱せずに可能であることが当業
者に明らかであろう。本発明は図面及び本記載中に詳細に例証され且つ記載されたが、そ
のような例証及び記載は、例証的又は例示的であるに過ぎないと考えられ、限定的ではな
い。本発明は、開示された実施態様に限定されない。
【００８６】
　開示された実施態様の変形は、図面、本記載、及び、付属の請求項の研究から、請求さ
れる発明を実施する当業者によって理解され且つ実施され得る。請求項中、「含む」とい
う用語は、他のステップ又は素子を排除せず、不定冠詞は、複数を排除しない。得的の手
段が相互に異なる従属項中で引用されているという単なる事実は、これらの手段の組み合
わせが有利に使用され得ないことを示さない。請求項中の如何なる参照記号も、本発明の
範囲を限定するよう解釈されてはならない。
【００８７】
　前記において、シェーバのシェービングヘッド１０の内部空間１５を洗浄する目的のた
めに適用されるのに適した洗浄ユニット１，２，３，４，５，６が記載され、シェービン
グヘッド１０は、毛を切り落とすために移動可能に配置される切断部材２０と、剃られる
べき皮膚の一部と接触するための接触表面１４とを含み、それは切断部材２０を用いて剃
り落とされるべき毛を捕捉し且つ通させるための複数の孔を備える。具体的には、洗浄ユ
ニット１，２，３，４，５，６は、シェービングヘッド１０の外表面１３の２つの部分の
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間に物理的障壁を構築するための、並びに、洗浄流体４１を運ぶための分離管３０を含む
。洗浄プロセスの間、流体４１は、シェービングヘッド１０の切断部材２０が動作してい
るときに得られる遠心ポンプ作用、及び／又は、シェービングヘッド１０の切断部材２０
が分離管３０に対して押し付けられるときに得られるポンプ作用の影響の下で、洗浄ユニ
ット１，２，３，４，５，６の分離管３０及びシェービングヘッド１０の接触表面１４内
の孔を通じて、洗浄ユニット１，２，３，４，５，６の容器４０から、シェービングヘッ
ド１０の内部空間１５に汲み出され、分離管３０がピストン－シリンダ構造の移動可能な
部分であるように配置される実施態様では、分離管３０は容器４０の底部４４に向かう方
向に結果的に移動される。いずれの場合においても、切断部材２０によってもたらされる
遠心ポンプ作用の影響の下で、シェービングヘッド１０の内側の流体４１の流れは撹拌さ
れるので、流体４１の洗浄作用は最も効果的である。

【図１】 【図２】

【図３】
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